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佐藤慶子
20年以上、ろうの子供たちに音楽の楽しさを教える作曲家

※触媒の意味

人と組織の
新 論 点

　ろう者は耳で音楽を聴くことが
できません。けれど聴覚で捉えら
れるものだけが音楽でしょうか。
私は作曲家として、五感を通じて
表現し創作する「五感の音楽」と
いう概念を提唱しています。作曲
やピアノ演奏はもちろん、映像・
演劇・美術・舞踊などの表現を総
合したコンサートやイベントを開
催するなど、聴覚という枠を超え
て、様々な人が自由な感じ方で楽
しめる音楽を追求しているので
す。その取り組みの1つとして、
1986年から耳の不自由なろうの子
供たちを対象に、「響きの歌」と
いうワークショップを毎月一回開
いています。

自由な表現方法
個性と感性を伸ばす

　ワークショップは、小学校低学
年から高学年の子供たちが参加し
ています。ろう者にとって、音楽
はとてもデリケートな領域。中に
は音が聞こえることを前提とした
学校の音楽教育で、すっかり苦手
意識を持っている子や、どうせ楽

しむことはできないと消極的にな
っている子もいます。けれど、こ
こでは学校の音楽教育のように、
ドレミといった音階の教育や、
3/4、2/4などの拍子、正確な音程
などにこだわりません。私は場所
と楽器、道具といった素材を与え
て、最小限の手本やアイデアをみ
せるだけ。できる限り子供たちが
自由に表現する方法を大切にしま
す。リズムや音の響きに合わせて、
身体を自由に動かしたり、サイン
ソングという手話で作った歌を歌
ったり。音楽の楽しさや響きの美
しさを伝え、その子らしい感性を
育むのです。すると子供たちは、
音楽で自分を表現できるようにな
り、自信が付いて積極的になって
いきます。

振動や響きを楽しむ
まつげで感じる音楽

　それでは、ろう者が体験してい
る「音のない世界」とは、一体ど
んなものでしょうか。耳で音を捉
えることができる聴者は、いくら
耳を塞いでも、ろう者と同じ世界

を体験することはできません。音
楽は耳で聴くものだと先入観をも
ってしまい、「ろう者にとって音楽
は実感できるものなの？ 楽しめる
の？」と不思議に思う方も多いか
もしれません。けれど「まつげ」
で音楽を鑑賞する、ろう者もいる
んですよ。世界中を見ても、まつ
げで音の響きを捉える方は特別な
能力の持ち主だと思いますが、ろ
う者の中には、音の振動や響きを
皮膚感覚で捉え、その感覚を音楽
として楽しむ方が沢山いるのです。
　音楽など芸術とは、心で味わう
ものです。聴者は耳、ろう者はま
つげや皮膚が音楽の入り口にある
だけで、その先にある心が、音楽
に対して楽しい、素晴らしいと感
動するのです。
　耳が不自由だから音楽は楽しめ
ないだろうと決めつけるのではな
く、自分にはわからないけれど、
別の感じ方の世界が、ろう者には
広がっていると認めることが大切
です。多様な音楽の感じ方がある
と理解することは、ろう者と聴者、
互いの世界観を大きく広げる第一
歩になると思います。
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